
01. 核医学診療における品質管理と安全管理の実態調査 
１ 概要について 
1-1 施設規模（n=954） 

 
 
1-2 核医学の種類（n=954） 

 

 
1-3 保有装置（n=1170；重複を含む．また台数は考慮していない．） 

 

2% 
3% 

95% 

0% 

a. 無床診療所 
b. 有床診療所 
c. 病院 
d. その他 

1% 

82% 

17% 
a. PET/CTまたはPETのみ施行 

b. SPECTのみ施行

（PET/CT,PETを外部委託して

いる施設を含む） 
c. 上記の両方を施行 

73% 

10% 

4% 13% 

a.SPECT装置 
b.SPECT/CT装置 
c.PET装置 
d.PET/CT装置 



1-4 年間の核医学検査数（n=954） 

 

 
1-5 核医学検査に従事する職員数（n=6564；延べ人数） 

 

 
1-6 放射性医薬品の投与量の定め方（n=951） 
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28% 

7% 
41% 

24% a.医師 
b.薬剤師 
c.診療放射線技師 
d.看護師 

13% 

86% 

1% a. 検査一例ごとに決定する 

b. あらかじめ定められた施設

の標準投与量を使用する 

c. その他 

施設数 

件数 



1-7 検査毎の投与量の決定責任者は（n=936） 

 
 
1-8 施設の標準投与量の決定責任者は（n=941） 

 
 
1-9 施設の標準投与量を定められている場合、何に基づいて決められましたか（n=930） 

 
 
 

66% 4% 

29% 

1% 

a. 医師 

b. 薬剤師 

c. 診療放射線技師 

d. その他 

75% 

3% 

21% 

1% 

a. 医師 
b. 薬剤師 
c. 診療放射線技師 
d. その他 

56% 
21% 

19% 

4% a. 放射性医薬品添付文書 

b. 核医学診断ガイドライン

2008（日本核医学会） 

c. 放射線医薬品の適正使用

におけるガイドライン（日

本核医学会） 
d. 医療被曝ガイドライン

（日本放射線技師会） 



1-10  小児の検査における放射性医薬品の投与量の定め方（n=903） 

 

 
1-11  小児の検査毎の投与量の決定責任者は（n=892） 

 

 
1-12  小児の検査の施設の標準投与量の決定責任者は（n=883） 

 
 

76% 

18% 

6% 
a. 検査一例ごとに決定する 

b. あらかじめ定められた施設の

標準投与量を使用する 

c. その他 

71% 

4% 

22% 

3% 

a. 医師 
b. 薬剤師 
c. 診療放射線技師 
d. その他 

76% 

3% 

17% 

4% 
a. 医師 

b. 薬剤師 

c. 診療放射線技師 

d. その他 



1-13  小児への投与量の決定方法は、下記のうちどれに該当しますか（n=895） 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

69% 

9% 

17% 

5% 
a. 成人投与量×〔年齢（年）+1〕/年齢（年）+7〕 

b. 成人投与量×体重（kg）/70 

c. 0‐5歳：1/4  5-10歳：1/2 10‐15歳：3/4  15歳
以上：成人投与量 

d. 乳児：1/3  乳児・低学年小学生：1/2～2/3 高学

年小学生・中学生：2/3～成人投与量 



2-1 放射性医薬品の院内標識・調製作業を行っていますか（n=945） 

 
  
2-2 放射性医薬品の院内標識・調製作業を行っている場合、微生物等の汚染および放射性

物質による被ばく防止のための環境は以下のどれが該当しますか（n=766） 

    
 
2-3 キュリーメータ（ドーズキャリブレータ）の保守点検（校正）を行っていますか（n=936） 

   
 
 

76% 

24% 

a. 行っている 
b. 行っていない 

11% 

53% 
2% 

32% 

2% 
a. 安全キャビネット内で行う 

b. ドラフトチャンバー（フード）

内で行う 
c. クリーンベンチ内で行う 

d. 通常の準備室内で行う 

e. その他 

8% 
8% 

42% 

39% 

3% 
a. 年に1回、定期的に実施 

b. 2～3年に1回程度、定期的に実施 

c. 不定期に実施 

d. 実施していない 

e. その他 



2-4 テクネジェネレータは購入していますか（n=943） 

    
   
2-5 テクネジェネレータを購入している場合は、主に誰がミルキング操作を担当していま

すか（n=524） 

    

 
2-6 放射性医薬品の標識・調製は、主に誰が担当していますか（n=775） 

    
 

35% 

16% 

49% 

a. 定期的に購入している 

b. 定期的に購入していない 

c. 購入していない 

3% 
1% 

94% 

2% 

a. 医師 
b.薬剤師 
c. 診療放射線技師 
d. その他 

5% 2% 

92% 

1% 

a. 医師 

b.薬剤師 

c. 診療放射線技師 

d. その他 



2-7 標識・調製した放射性医薬品の品質管理を行っていますか（ガラス容器の破損、異物

混入などを目視で確認する等を含む）（n=760） 

   

 
2-8 標識・調整した放射性医薬品の品質管理担当者の職種をお答えください（n=663） 

   

 
2-9 放射性医薬品の分注は、主に誰が担当していますか（n=841） 

   

74% 

26% 

a. 行っている 
b. 行っていない 

10% 
7% 

79% 

4% 

a. 医師 
b. 薬剤師 
c. 診療放射線技師 
d. その他 

6% 
1% 

91% 

2% 

a. 医師 
b. 薬剤師 
c. 診療放射線技師 
d. その他 



2-10 放射性医薬品の投与は、主に誰が担当していますか（n=944） 

   
 
2-11 放射性医薬品の投与量確認は複数人で実施していますか（n=950） 

   

 
2-12 放射性医薬品投与量決定に関するマニュアル（手順書）は作成されていますか（n=946） 

   
   

16% 

41% 

40% 

3% 

a. 依頼科医師 

b. 放射線科医師 

c. 看護師 

d. その他 

53% 

12% 

34% 

1% 

a. はい 
b. 現在、検討中 
c. いいえ 
d. その他 

48% 

17% 

33% 

2% 
a. はい 

b. 現在、作成中 

c. いいえ 

d. その他 



2-13 放射性医薬品の標識・調製に関するマニュアル（手順書）は作成されていますか

（n=881） 

    
 
2-14 放射性医薬品の投与に関しての指示方法は以下のどれが該当しますか（n=907） 
  

 

 
2-15 検査者あるいは患者に対して、放射性医薬品に関する説明は主に誰が行っています

か（n=942） 

    

42% 

17% 

37% 

4% 

a. はい 
b. 現在、作成中 
c. いいえ 
d. その他 

15% 

46% 8% 

31% 

a. 処方箋（医師法第22条に定める） 

b. 核医学検査依頼書（日本核医学会の「核医学

診療事故防止指針」の定義による） 

c. 核医学検査指示書（日本核医学会の「核医学

診療事故防止指針」の定義による） 

d. その他 

49% 

0% 

46% 

4% 1% a. 医師 

b. 薬剤師 

c. 診療放射線技師 

d. 看護師 

e. その他 



2-16 放射性医薬品管理者は選任されていますか（n=943） 

   
 
2-17 選任されている放射性医薬品管理者の職種を選んでください（n=511） 

   
 
2-18 放射性医薬品の発注担当者は誰ですか（n=946） 

   
 
 

36% 

27% 

36% 

1% 

a. はい 
b. 現在検討中 
c. いいえ 
d. その他 

32% 

11% 34% 

23% 

a. 医薬品安全管理責任者 

b. 医薬品安全管理責任者

以外の薬剤師を選任 

c. 放射線科医師 

d. その他 

1% 1% 

94% 

4% 

a. 医師 
b. 薬剤師 
c. 診療放射線技師 
d. その他 



2-19 放射性医薬品の入庫管理・在庫管理担当者は誰ですか（n=945） 

   
 
2-20 残存放射性医薬品の処分、廃棄処理の担当者は誰ですか（n=951） 

   
 
2-21 放射性医薬品取り扱いに関する施設内での研修会・講習会を開催していますか

（n=947） 

   
 

0% 4% 

95% 

1% 
a. 医師 

b. 薬剤師 

c. 診療放射線技師 

d. その他 

0% 1% 

98% 

1% 

a. 医師 
b. 薬剤師 
c. 診療放射線技師 
d. その他 

11% 

21% 

39% 

28% 

1% a. 年1回定期的に行っている 

b. 不定期に行っている 

c. 新しく従事するものに対して

のみ行っている 
d. 行っていない 

e. その他 



2-22 放射性医薬品の標識・調製作業の記録は作成されていますか（n=826） 

   
 
2-23 放射性医薬品の標識・調製作業の記録の作成者は誰ですか（n=604） 

   
 
2-24 放射性医薬品の使用記録簿には、以下のどれを記載していますか（n=921） 

   

63% 

37% 
a. 記録あり 
b. 記録なし 

1% 2% 

89% 

8% a. 医師 

b. 薬剤師 

c. 診療放射線技師 

d. その他 

11% 

49% 

5% 

23% 

12% 

a. 投与前の実測値 

b. 院内調製した薬剤は投与前の実測値、標識

済製剤は検定量 

c. 投与前の実測値から投与後の残存放射能量

を差し引いた量 

d. 院内調製した薬剤は、放射線医薬品ごとに

決めた一定量 

e. その他 


